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（別紙３） 

事後調査の結果 

調査項目 ： 生物・生態系 

予測した事項 ： 植物相及び植物群落の変化の内容及びその程度 

動物相及び動物群集の変化の内容及びその程度 

水生生物相の変化の内容及びその程度 

 
１ 調査地域 

 橋梁部及びその周辺地域とした。 

 
２ 調査手法 

(1) 調査事項 

① 予測した事項 

・植物相及び植物群落の変化の内容及びその程度 

・動物相及び動物群集の変化の内容及びその程度 

・水生生物相の変化の内容及びその程度 

 
② 予測条件の状況 

・橋梁工事の状況 

 
(2) 調査時点 

① 予測した事項 

橋梁工事での土地改変が概ね終了した平成 30 年 8 月から約 1 年後の令和元年 7 月まで行っ

た調査結果について報告するものである。 

調査実施日は表 3-1に示すとおりである。 
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表 3-1(1) 調査実施日 

調査項目 調査期日 

陸

上

植

物 

植物種 植物相調査 平成 30 年 10 月 30 日（秋季） 

平成 31 年 4月 22 日（春季） 

令和元年 7月 2日（夏季） 

植物群落 植生調査 令和元年 7月 17 日（夏季） 

植生図作成 令和元年 7月 9日、17 日（夏季） 

陸

上

動

物 

ほ乳類 フィールドサイン調査 平成 30 年 11 月 7 日、8日（秋季） 

平成 31 年 1月 30 日、31 日（冬季） 

平成 31 年 4月 22 日、23 日（春季） 

令和元年 6月 2日、4日（初夏季） 

令和元年 7月 9日（夏季） 

コウモリ類調査 平成 30 年 11 月 7 日（秋季） 

平成 31 年 1月 30 日（冬季） 

平成 31 年 4月 22 日（春季） 

令和元年 6月 2日（初夏季） 

令和元年 7月 9日（夏季） 

トラップ調査 平成 30 年 11 月 7 日～8日（秋季） 

平成 31 年 1月 30 日～31 日（冬季） 

平成 31 年 4月 22 日～23 日（春季） 

令和元年 6月 6日～7日（初夏季） 

令和元年 7月 3日～4日（夏季） 

センサーカメラ調査 平成 30 年 11 月 8 日～平成 31 年 1月 31 日 

鳥類 ラインセンサス調査 平成 30 年 11 月 8 日（秋季） 

平成 31 年 1月 29 日（冬季） 

令和元年 5月 8日（春季） 

令和元年 6月 6日（初夏季） 

令和元年 7月 3日（夏季） 

任意観察調査 平成 30 年 11 月 8 日、9日（秋季） 

平成 31 年 1月 29 日（冬季） 

令和元年 5月 8日（春季） 

令和元年 6月 6日（初夏季） 

令和元年 7月 3日（夏季） 

令和元年 7月 19 日（夏季） 

は虫類・ 
両生類 

任意踏査 平成 30 年 11 月 8 日、9日（秋季） 

平成 31 年 4月 25 日（春季） 

令和元年 6月 3日、4日（初夏季） 

令和元年 7月 8日（夏季） 

昆虫類 任意採集調査 平成 30 年 11 月 8 日、9日（秋季） 

平成 31 年 4月 23 日、24 日（春季） 

令和元年 6月 1日、2日（初夏季） 

令和元年 7月 17 日、18 日（夏季） 

ライトトラップ調査 平成 30 年 11 月 21 日（秋季） 

平成 31 年 4月 23 日（春季） 

令和元年 6月 1日（初夏季） 

令和元年 7月 17 日（夏季） 

ベイトトラップ調査 平成 30 年 11 月 8 日～9日（秋季） 

平成 31 年 4月 23 日～24 日（春季） 

令和元年 6月 1日～2日（初夏季） 

令和元年 7月 17 日～18 日（夏季） 
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表 3-1(2) 調査実施日 

調査項目 調査期日 

水

生

生

物 

大型水生

植物 

植物相調査 平成 30 年 8月 30 日（夏季） 

魚類 網による捕獲調査、直接

観察 

平成 30 年 8月 30 日（夏季） 

平成 31 年 3月 12 日（春季） 

底生動物 任意採集 平成 30 年 8月 30 日（夏季） 

平成 31 年 3月 12 日（春季） 

 

② 予測条件の状況 

橋梁工事の施行中随時とした。 

 
(3) 調査地点 

① 予測した事項 

図 3-1に示す橋梁部及びその周辺とした。 

 
② 予測条件の状況 

図 3-1に示す橋梁部及びその周辺とした。 

 
(4) 調査方法 

① 予測した事項 

ア．調査方法 

調査方法は表 3-2に示すとおりである。 
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表 3-2 現地調査方法 

調査項目 調査方法 

陸

上

植

物 

植物種 植物相調査 調査範囲内を踏査し、シダ類以上の高等植物の確認種を同定・記録し、

目録を作成した。なお、注目される種については、確認地点及び生育状

況も併せて記録した。 

植物群落 植生調査 植物群落ごとに 1～2地点程度のコドラートを設置し、各コドラートに

おける植生の状況を記録した。 

植生図 空中写真の判読、既存資料整理、現地調査等により植生及び土地利用

を区分し、植生図を作成した。 

陸

上

動

物 

ほ乳類 フィールド

サイン調査 

調査範囲内を踏査し、ほ乳類の足跡、糞等のフィールドサインを記録

した。なお、注目される種については、確認地点及び生息状況も併せて

記録した。 

コウモリ類

調査 

日没後 2 時間程度、調査範囲内を踏査し、目視に合わせてバットディ

テクターで感知した周波数帯により種を判別し記録した。 

トラップ調

査 

小型のほ乳類を対象に、生け捕り式罠を用いた捕獲調査を行い、捕獲

した種を記録した。なお、トラップは 3 箇所に 1 晩設置し、設置数は

1地点当たり 10 個とした。 

センサーカ

メラ調査 

自動撮影（センサー）カメラを 3 箇所に設置し、撮影された種を記録

した。設置箇所はトラップ調査地点と同じである。 

鳥類 ラインセン

サス調査 

玉川上水沿いにセンサスルートを 1 本設定し、出現する全ての種とそ

の出現数を記録した。 

任意観察調

査 

調査範囲内を踏査し、目撃した種を記録した。なお、注目される種につ

いては、確認地点及び生息状況も併せて記録した。 

は虫類・ 

両生類 

任意踏査 調査範囲内を踏査し、成体や幼体、死体、卵等を確認し記録した。な

お、注目される種については、確認地点及び生息状況も併せて記録し

た。 

昆虫類 任意採集調

査 

調査範囲内を踏査し、見つけ採り、スウィーピング（掬い網）、ビーテ

ィング（叩き網）及び目撃により確認した種を同定・記録した。なお、

注目される種については、確認地点及び生息状況も併せて記録した。 

ライトトラ

ップ調査 

ガ類等の走光性強い種を対象に、日没後、白幕の前に照明を点灯させ、

これに集まった種を捕獲し（カーテン法）、同定・記録した。なお、ト

ラップは 1箇所に設置した。 

ベイトトラ

ップ調査 

地表徘徊性の種を対象に、餌を入れたコップ等の容器を地中に埋め、

誘引された種を捕獲し同定・記録した。なお、トラップは 3箇所に 1晩

設置し、トラップの設置数は 1地点当たり 20 個とした。 

水

生

生

物 

大型水生

植物 

植物相調査 調査範囲内を踏査し、確認した大型水生植物を記録した。 

魚類 網による捕

獲調査、直接

観察 

たも網、定置網、さで網を用いた捕獲調査を行った。捕獲した魚類は種

の同定、個体数の計数、体長・体重の計測、写真撮影を行った。また、

目視による記録も行った。 

底生動物 任意採集 D 型フレームネットを用いて採集を行った。採集したサンプルは持ち帰

って、種の同定、個体数の計数を行った。 
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イ．注目される種の評価基準 

注目される種の評価基準を表 3-3に示す。 

 

表 3-3（1） 注目される種の評価基準 

調査 

項目 
評価基準 

植物種 ① 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（1992年、法律第75号）における国内希少動植物種 

②「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－8植物Ⅰ（維管束植物）」（2000年、環境庁）に掲

載されている種 

③「緑の国勢調査－第１回自然環境保全基礎調査報告書－」（1976年、環境庁）における関東地方の調査対象種 

④「東京都の保護上重要な野生生物種」（1998年、東京都）に掲載されている種 

⑤「杉並区自然環境調査報告書（第４次）」（2003年、杉並区）において杉並区の注目種とされている種 

⑥「杉並区自然環境調査報告書（第３次）」（1998年、杉並区）において杉並区の注目種とされている種 

⑦「環境省レッドリスト2018」（2018年、環境省）に掲載されている種 

⑧「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）解説版」（2013年、東京都環境局自然環境部） 区部に掲載されている種 

⑨「杉並区自然環境調査報告書（第5～6次）」（2008、2015年、杉並区）において杉並区の注目種とされている種 

植物 

群落 

①「緑の国勢調査－第２回自然環境保全基礎調査報告書－」（1983年、環境庁）における特定植物群落 

②「植物群落レッドデータブック」(1996年、我が国における保護上重要な植物種及び植物群落研究委員会植物群落分科会)

に掲載されている植物群落 

ほ乳類 ①「文化財保護法」（1950年、法律第 214 号）に基づく天然記念物・特別天然記念物 

②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（1992年、法律第75号）における国内希少野生動植物種 

③「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－１哺乳類」（2002年、環境省）に掲載されている種 

④「東京都の保護上重要な野生生物種」（1998年、東京都）の区部に掲載されている種 

⑤「環境省レッドリスト2018」（2018年、環境省）に掲載されている種 

⑥「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）解説版」（2013年、東京都環境局自然環境部） 区部に掲載されている種 

鳥類 ①「文化財保護法」（1950年、法律第 214 号）に基づく天然記念物・特別天然記念物 

②「緑の国勢調査－第１回自然環境保全基礎調査報告書－」（1976年、環境庁）における選定種 

③「緑の国勢調査－第２回自然環境保全基礎調査報告書－」（1983年、環境庁）における稀少種 

④「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（1992年、法律第75号）における国内希少野生動植物種・国

際希少野生動植物種 

⑤「東京都の保護上重要な野生生物種」（1998年、東京都）の区部に掲載されている種 

⑥「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－２鳥類」（2002年、環境省）に掲載されている種 

⑦「杉並区自然環境調査報告書（第４次）」（2003年、杉並区）において杉並区の注目種とされている種 

⑧「杉並区自然環境調査報告書（第３次）」（1998年、杉並区）において杉並区の注目種とされている種 

⑨「環境省レッドリスト2018」（2018年、環境省）に掲載されている種 

⑩「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）解説版」（2013年、東京都環境局自然環境部） 区部に掲載されている種 

⑪「杉並区自然環境調査報告書（第5～6次）」（2008、2015年、杉並区）において杉並区の注目種とされている種 

は虫類 

・両生

類 

①「文化財保護法」（1950年、法律第 214 号）に基づく天然記念物・特別天然記念物 

②「緑の国勢調査－第１回自然環境保全基礎調査報告書－」（1976年、環境庁）における選定種 

③「緑の国勢調査－第２回自然環境保全基礎調査報告書－」（1983年、環境庁）における調査対象種 

④「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（1992年、法律第75号）における国内希少野生動植物種 

⑤「東京都の保護上重要な野生生物種」（1998年、東京都）の区部に掲載されている種 

⑥「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－３爬虫類・両生類」（2000年、環境庁）に掲載され

ている種 

⑦「環境省レッドリスト2018」（2018年、環境省）に掲載されている種 

⑧「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）解説版」（2013年、東京都環境局自然環境部） 区部に掲載されている種 

昆虫類 ①「文化財保護法」（1950年、法律第 214 号）に基づく天然記念物・特別天然記念物 

②「緑の国勢調査－第１回自然環境保全基礎調査報告書－」（1976年、環境庁）における選定種 

③「緑の国勢調査－第２回自然環境保全基礎調査報告書－」（1983年、環境庁）における調査対象種 

④「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（1992年、法律第75号）における国内希少野生動植物種 

⑤「東京都の保護上重要な野生生物種」（1998年、東京都）の区部に掲載されている種 

⑥「日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－無脊椎動物編」（1991年、環境庁）に掲載されている種 

⑦「杉並区自然環境調査報告書（第４次）」（2003年、杉並区）において杉並区の注目種とされている種 

⑧「杉並区自然環境調査報告書（第３次）」（1998年、杉並区）において杉並区の注目種とされている種 

⑨「環境省レッドリスト2018」（2018年、環境省）に掲載されている種 

⑩「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）解説版」（2013年、東京都環境局自然環境部） 区部に掲載されている種 

⑪「杉並区自然環境調査報告書（第5～6次）」（2008、2015年、杉並区）において杉並区の注目種とされている種 
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表 3-3（2） 注目される種の評価基準 

調査 

項目 
評価基準 

大型水

生植物 

①「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（1992年、法律第75号）における国内希少動植物種 

②「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－8植物Ⅰ（維管束植物）」（2000年、環境庁）に掲

載されている種 

③「緑の国勢調査－第１回自然環境保全基礎調査報告書－」（1976年、環境庁）における関東地方の調査対象種 

③「東京都の保護上重要な野生生物種」（1998年、東京都）に掲載されている種 

⑤「杉並区河川の生物 第4次河川生物調査報告書」（2001年、杉並区）において杉並区の重要種とされている種 

⑥「杉並区河川の生物 第7次河川生物調査報告書」（2016年、杉並区）において杉並区の重要種とされている種 

⑦「環境省レッドリスト2018」（2018年、環境省）に掲載されている種 

⑧「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）解説版」（2013年、東京都環境局自然環境部） 区部に掲載されている種 

魚類 ①「文化財保護法」（1950年、法律第 214 号）に基づく天然記念物・特別天然記念物 

②「緑の国勢調査－第１回自然環境保全基礎調査報告書－」（1976年、環境庁）における選定種 

③「緑の国勢調査－第２回自然環境保全基礎調査報告書－」（1983年、環境庁）における調査対象種 

④「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（1992年、法律第75号）における国内希少野生動植物種 

⑤「東京都の保護上重要な野生生物種」（1998年、東京都）の区部に掲載されている種 

⑥「日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－無脊椎動物編」（1991年、環境庁）に掲載されている種 

⑦「杉並区自然環境調査報告書（第４次）」（2003年、杉並区）において杉並区の注目種とされている種 

⑧「杉並区自然環境調査報告書（第３次）」（1998年、杉並区）において杉並区の注目種とされている種 

⑨「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－4汽水・淡水魚類」（2003年、環境省）に掲載され

ている種 

⑨「環境省レッドリスト2018」（2018年、環境省）に掲載されている種 

⑩「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）解説版」（2013年、東京都環境局自然環境部） 区部に掲載されている種 

底生 

動物 

①「文化財保護法」（1950年、法律第 214 号）に基づく天然記念物・特別天然記念物 

②「緑の国勢調査－第１回自然環境保全基礎調査報告書－」（1976年、環境庁）における選定種 

③「緑の国勢調査－第２回自然環境保全基礎調査報告書－」（1983年、環境庁）における調査対象種 

④「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（1992年、法律第75号）における国内希少野生動植物種 

⑤「東京都の保護上重要な野生生物種」（1998年、東京都）の区部に掲載されている種 

⑥「日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－無脊椎動物編」（1991年、環境庁）に掲載されている種 

⑦「杉並区自然環境調査報告書（第４次）」（2003年、杉並区）において杉並区の注目種とされている種 

⑧「杉並区自然環境調査報告書（第３次）」（1998年、杉並区）において杉並区の注目種とされている種 

⑨「環境省レッドリスト2018」（2018年、環境省）に掲載されている種 

⑩「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）解説版」（2013年、東京都環境局自然環境部） 区部に掲載されている種 

⑪「杉並区自然環境調査報告書（第5～6次）」（2008、2015年、杉並区）において杉並区の注目種とされている種 

 

 
② 予測条件の状況 

現地調査及び工事関係資料等により確認する方法とした。 
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３ 調査結果 

(1) 事後調査の結果の内容 

① 予測した事項 

・ 植物相及び植物群落の変化の内容及びその程度 

ア．植物相調査 

ｱ）確認種 

工事中において表 3-4 に示すとおり、117 科 506 種の高等植物を確認した。環境影響評価書

時（以下、「評価書時」という。）には 116 科 423 種を確認していた。なお、植物の確認種目録

は資料編に示す。 

また、評価書時と工事中における植物の生育由来の比較を行った結果を表 3-5 に示す。 

工事中は評価書時と比べて、自生種の割合が減少し、一方で帰化種と植栽種の割合が増加し

た。種数をみると自生種に大きな違いは見られず、工事中に帰化種や植栽種が増加したことか

ら、確認種数の増加の要因は、帰化種の侵入や整備された新たな緑道（玉川上水緑道）におけ

る植栽種の増加によるものと考えられる。 
 

表 3-4 評価書時と工事中における植物の確認種数の比較 

植物分類 

評価書 

(2001～2002) 
工事中 

（2018～2019） 

科数 種数 科数 種数 

シダ植物 11 23 12 24 

裸子植物 5 8 4 8 

被子植物 

双子葉 

植物 

離弁花類 66 215 66 237 

合弁花類 21 100 22 120 

単子葉植物 13 77 13 117 

合計 116 科 423 種 117 科 506 種 

 

表 3-5 評価書時と工事中における生育由来の比較 

区分 
評価書(2001～2002) 工事中（2018～2019） 

種数 割合(%) 種数 割合(%) 

自生種 294 69.5 299 59.1 

帰化種 53 12.5 92 18.2 

逸出種 13 3.1 17 3.4 

植栽種 60 14.2 83 16.4 

植栽・逸出種 - - 13 2.6 

栽培種 3 0.7 2 0.4 

 

ｲ）注目される植物種 

工事中において確認した注目される種は表 3-6 に示すとおり、15 科 19 種であった。評価書

時には 14 科 18 種を確認していた。 

これらの注目される種のうち、オオバノイノモトソウ、クマワラビ、アイアスカイノデは玉

川上水内の法面下部の湿った環境に生育し、オオハナワラビ、フタリシズカ、ヒトツバハギ、

ヒメウズ、アキノタムラソウは玉川上水内の左岸側のソメイヨシノ植栽地や落葉高木の薄暗い

林床下に生育していた。また、ギンラン、クゲヌマラン、キンラン、ホタルブクロは主にクヌ

ギ・コナラ群落又は旧岩通ガーデンで生育を確認した。アマナ、チダケサシ、ツリガネニンジ

ンは玉川上水内の草刈り管理された草地環境で見られ、ウマノスズクサ、カニクサは玉川上水
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ｲ）植生図 

工事中の植生図を図 3-5及び図 3-7に、評価書時の植生図を図 3-6及び図 3-8に示す。 

事業区域における玉川上水内では、高木林として、ムクノキ・ケヤキ林が広く分布し、ソメ

イヨシノ植栽地やヒノキ植栽地が部分的に分布する他、モウソウチク林がわずかに見られた。

草地としては、高木層を欠き定期的な草刈り管理がされている場所でクサボケ・ススキ群落が

見られた。 

事業区域において、緑地帯及び築堤が放射 5号線に平行して分布していた。岩崎橋から浅間

橋の右岸側では、希少植物の保全区域として位置付けられているクヌギ・コナラ群落も見られ

た。 

事業区域周辺は、住宅・学校・道路等が広い範囲を占め、施設の周辺や道路の周辺に団地・

公園等の植栽樹群がわずかに見られた。 

なお、評価書時と比較すると、事業による改変以外にも一部の植生に変化が見られるが、こ

れは、既存樹木の生長や管理者である水道局が実施した一部樹木の伐採や草刈り頻度の変化に

伴うものであると考えられる。 








